
令和６年度 研究構想シート 

雲南市立寺領小学校 

周藤 彰子 

１ 研究主題 

自ら考え、意欲的に問題を解決し、学びを深める児童の育成 

 

２ 研究の目標 

  「自ら考え、見いだした問題に意欲的にかかわり、学びを深める児童の育成」を図るための効果的

な指導方法を、食と農の活動を柱とした授業実践によって明らかにする。 

 

３ 目指す児童の姿  ラベルワークをし、今後まとめていきます。 

３ 目指す児童の姿 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜分類１：家計管理（お金の適切な使い方） 

分類２：生活設計（働くことの喜びと大変さ、金銭を得ることの苦労など）金融リテラシーマップより＞ 

食と農の活動を通して 

実態：働くことの意義（喜びと大変さ・金銭を得

ることの苦労など）について＜生活設計の視点＞ 

 

目指す児童の姿 

食と農の活動を通して 

実態：お金の適切な使い方について 

＜家計管理の視点＞ 

 

目指す児童の姿 

指定の用紙ではなく、独自のシートで提出させてください。よろしくお願いします。 



４ 研究仮説 

①児童の願いや目的意識を明確にし、それを実現する探究の構想を工夫すれば、見通しをもって意欲

的に問題解決に向かう児童を育成することができるだろう。 

 ②「食と農」に関わる体験活動を工夫し、働くことの意義を考えたり、（自分たちが作った）もののよ

さや価値に触れたりすれば、ものやお金に対する健全な価値観が身につくであろう。 

 

５ 研究内容 

（１）児童の興味関心を高めることのできるような単元構想の工夫 

   ○児童の学びのストーリー、思考の流れにそった単元構想 

〇重点単元を設定し、単元計画を作成する。 

〇単元を貫くテーマ、学んだことが生かせる活用場面を設定する。 

  

（２）児童が考えをもち、探究する場の工夫 

①めあてとして提示する言葉の工夫 

〇児童が主体的に学習に取り組むことができるよう、めあてとして提示する言葉を工夫する。 

〇めあてとして提示する言葉は、次の視点をふまえて設定する。 

ａ、児童が、その時間に何をすればいいのかが分かる。 

ｂ、児童の多様な考えを引き出すことができる。 

ｃ、児童が、考えを伝え合う必要感をもつことができる。 

②児童の取組を価値づけたり、考えを深めたりするための工夫 

 〇探究が生まれるような教師の声掛けを工夫する。 

→認める、褒める、提案する、うながす、間違う、対案を示すなど。 

 →児童の取組を価値づける教師の評価言や多様な考えが捉えられるような板書を工夫する。 

 

 

 

６ 研究組織 

〇授業づくり部    低学年部・中学年部・高学年部 

 

〇全体計画作成部   校長、教頭、周藤、吉田、山根 

            

 

 品川、藤澤、石津、角、本田、安達、安井、細木  

（掲示、食と農の活動コーナー） 

     校長、教頭、角森、周藤（予算執行等について） 

 

 

〇環境づくり部 



7 研究授業 

【研究授業について】…一人一授業 

  取り組みやすい教科・領域  

※指導案は 各学年部で審議し、 

研究職員会で事前説明をする。 

訪問指導は研究部で審議したものをさらに全体で審議する。 

 

 

 

8 研究計画 

４・５・６月 

 

７月 

 

夏休み中 

８月 

 

９月～１２月 

 

 

 

 

１月 

 

 

２月 

 

目指す児童の姿・研究の方向性の確認 

 

児童の願いや目的を明確にした「食と農の活動」の授業実践 

 

指導案作成（各学年・学級指導案構想を練る） 

（５年・さくらんぼ 1年：初任研・経験者研指導案作成 学校訪問） 

  

初任研５年（  月  日） 

経験者研さくらんぼ１年（   月  日） 

金融経済研究公開授業（公開： 年・  月  日：県教委・金融広報アドバイザー来校） 

 

 

（アンケート実施→考察） 

研究実践集作成 

 

金融経済教育協議会（２／７）に向けて取組をまとめて発表 

 

 

同じ学年部は、授業をすべて参観す

る。それ以外の学年部は都合のつく

時間帯に見に行く。職員会議で協議

を行う。 


